
質
問
一

前
空
幕
長
の
論
文
に
つ
い
て
。

二

イ
ラ
ク
派
兵
と
輸
送
活
動
に
対
す

る
違
憲
判
決
に
つ
い
て
。

三

非
核
平
和
都
市
宣
言
の
実
施
は
。

四

教
育
条
件
の
充
実
に
つ
い
て
。

五

学
校
の
平
和
教
育
の
実
施
状
況
は
。

六

教
員
の
多
忙
化
に
よ
る
病
気
増
加

の
状
況
に
つ
い
て
。

七

教
員
免
許
更
新
に
当
た
っ
て
の
配

慮
と
保
証
に
つ
い
て
。

八

全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
は
や
め
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

政
府
の
公
式
の
歴

史
的
見
解
は
、
い
わ
ゆ
る
村
山
談
話
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

二

個
々
の
裁
判
の
判
決
に
つ
い
て
、

論
じ
る
立
場
で
は
な
い
が
、
高
等
裁
判

所
裁
判
官
の
指
摘
と
考
え
る
。

三

市
民
意
識
の
高
揚
が
不
可
欠
で
あ

り
、
今
は
そ
の
時
期
に
至
っ
て
な
い
。

四
（
教
育
委
員
長
）

学
習
支
援
員
、

学
級
運
営
補
助
員
、
小
学
校
理
科
支
援

員
、
外
国
語
指
導
助
手
の
配
置
や
、
学

校
応
援
団
に
よ
り
学
校
、
家
庭
、
地
域

社
会
と
協
力
し
て
行
き
た
い
。

五

平
和
な
社
会
づ
く
り
の
一
員
と
な

る
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
る
。

六

多
忙
が
原
因
の
病
気
は
な
い
。

七

更
新
講
習
の
受
講
に
配
慮
す
る
。

八

子
ど
も
た
ち
の
生
活
習
慣
の
改
善

と
確
か
な
学
力
の
向
上
を
目
指
す
。

◎
そ
の
他
の
質
問

都
市
計
画
道
路
の

見
直
し
と
南
西
部
地
区
の
開
発
凍
結

質
問
一

な
ぜ
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

更
新
の
整
備
手
法
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
含

め
検
討
す
る
の
か
。

二

埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
建
て
替

え
に
際
し
、
施
設
整
備
検
討
委
員
会
は

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
は
不
適
と
報
告
書
を
ま
と

め
て
い
る
。
本
市
の
導
入
プ
ロ
セ
ス
は
。

三

給
食
費
の
値
上
げ
は
や
め
て
も
ら

い
た
い
。

四

市
立
保
育
園
を
民
間
運
営
に
す
る

と
市
の
責
任
は
ど
う
な
る
の
か
。

五

保
育
料
の
値
上
げ
は
や
め
て
も
ら

い
た
い
。

答
弁
一
（
教
育
委
員
長
）
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
効
果
的
で
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
た
め
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

方
式
も
視
野
に
入
れ
検
討
し
て
い
く
。

二

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
特
性
を
理
解
し
導

入
を
検
討
。
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
場
合
は
、

制
度
等
の
変
化
が
著
し
い
医
療
現
場
で

は
、
長
期
の
契
約
は
難
し
い
と
の
こ
と
。

三

平
成
４
年
度
以
来
価
格
を
据
置
き
、

２
学
期
制
の
導
入
で
の
給
食
予
定
回
数

増
に
対
応
す
る
た
め
来
年
度
か
ら
実
施
。

四
（
市
長
）

厳
し
い
行
政
運
営
の
中
、

指
定
管
理
者
制
度
も
選
択
肢
の
一
つ
だ

が
、
最
終
責
任
は
市
に
あ
る
。

五

今
後
の
国
の
基
準
の
見
直
し
や
市

の
財
政
状
況
に
よ
る
が
、
現
状
で
は
、

具
体
的
な
値
上
げ
の
予
定
は
な
い
。

◎
そ
の
他
の
質
問

オ
セ
ア
ニ
ア
造
形

美
術
品
は
市
の
宝

学校給食センター

市
平
和
教
育
・
平
和
事
業
の
実
施
は

平
和
社
会
づ
く
り
の
一
員
を
目
指
す

松
村

和
子

議
員

�田 克彦 議員

ＰＦＩや丸投げはなじみません

民間手法も視野に入れ調査検討

つるがしま市議会だより第１４４号 〔８〕


